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子
ど
も
た
ち
を
狙
っ
た
事
件
が
全
国
各
地
で
発
生
し
、
保

護
者
は
も
ち
ろ
ん
地
域
住
民
も
「
安
全
・
安
心
」
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
御
宿
町
で
は
登
下
校
時
に
学
校
の
先

生
や
保
護
者
の
ほ
か
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
交
通
安
全
推

進
隊
を
は
じ
め
と
し
た
住
民
が
子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。

　

学
校
、
警
察
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
や
住
民
が
協
働
し

て
、一
体
と
な
っ
た
「
地
域
の
力
」
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
を
危
険
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

登
下
校
の
児
童
に
付
き
添
う
ほ
か
、
学
校
で
は
町
・
警
察
・

交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
て
交
通
安
全
教
室
を
実
施
す
る

な
ど
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
の
安
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
協
働で子どもの安全
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学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
、
登
下
校
な

ど
で
子
ど
も
た
ち
へ
の
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
県
か
ら
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
鈴
木
藤

蔵
さ
ん
、
ま
た
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
結

成
さ
れ
た
「
こ
ど
も
見
守
り
隊
」
で
校

内
の
見
回
り
や
登
下
校
の
安
全
確
保
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
交
通
安
全

推
進
隊
や
自
治
会
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
（
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）
も
通
学
路
の
街
頭
監
視

や
地
域
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す

る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
「
御
宿
町
防
犯
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
を
制
定
し
、
犯
罪
等
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
行
政
・
住
民
・
自
治
会
等

の
役
割
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連

携
を
図
り
な
が
ら
協
働
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
、
防
犯
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
り
、
安
全
な
地
域
社

会
を
形
成
す
る
た
め
の
環
境
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う

し
た
取
組
み
は
十
分
過
ぎ
る
と
い
う
こ

と
は
な
く
、
よ
り
一
層
強
化
す
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
う
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

子どもが犯罪の被害にあわないよう
見守る活動にご協力を

　警察に寄せられた子どもを対象とした不審者

情報によると、14時から17時の時間帯で、路上

での「声かけ」が多い結果となっています。

　保護者だけでなく、地域に住んでいる大人が

力を合わせることが大切です。見守る活動には

様々な取組みがありますので、ご協力をお願い

します。

皆さんの視線が子どもを守ります。

子どもの登下校時間にあわせて

ジョギングや
ウォーキングの
ときに

パトロール

買い物の
ときに
パトロール

犬の散歩の
ときに
パトロール

庭に出て、
子どもと
挨拶

「多くの大人の目が、子どもの見守りを強化します」

と話してくれたスクールガード・リーダーの鈴木さん
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科目名 予算現額 収入済額 収入率（％）

町 税 1,080,858 1,088,841 　　　　　　　　　　　100.7 ％    

各 種 交 付 金 496,446 520,280 　　　　　　　　　　　 104.8 ％ 

地 方 交 付 税 692,203 729,828 　　　　　　　　　　　 105.4 ％ 

国 庫 支 出 金 235,013 86,406 　　36.8 ％  　　　　　　　　  　　 

県 支 出 金 158,741 94,425 　　　　　　59.5 ％ 　　　　  　　　  

町 債 683,900 272,100 　　　39.8 ％  　　　　　　 　　　　

そ の 他 409,401 432,368 　　　　　　　　　　　  105.6 ％ 

合 計 3,756,562 3,224,248 　　　　　　　　　 85.8 ％ 　 　

財政
状
況

　町民の皆さんが納めている税金や国・県からの補助金がどのよ

うに使われているかを知っていただくため、町では毎年２回、財

政状況を公表しています。

　今回は、平成 17 年度下半期の財政状況をお知らせします。

※各種交付金とは、地方譲与税、利子割交付金、ゴル

フ場利用税交付金、地方消費税交付金、自動車取得税

交付金、地方特例交付金などです。

※その他は、分担金及負担金、使用料及手数料、財産

収入などです。

（単位：千円）

平成17年度下半期の
（18年3月末現在）

を
公
表
し
ま
す
。

土 地 1,298,172 ㎡

建 物 38,575 ㎡

出 資 に よ る 権 利 39,576 

財 政 調 整 基 金 102,992 

減 債 基 金 30,572 

開 発 基 金 1,725 

中山間ふるさと保全対策基金 3,275 

学 校 建 設 基 金 78,064 

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ﾃ ｨ拠点整備資金貸付基金 10,000 

土 地 開 発 基 金
10,500（預金）

24,500（預託金）

道 路・ 公 営 住 宅 関 係 530,124 

観 光 施 設 関 係 57,803 

消 防 関 係 52,609 

廃 棄 物 処 理 施 設 関 係 587,506 

教 育 施 設 関 係 326,160 

漁 港 整 備 関 係 17,096 

上 水 道 関 係 950,919 

庁 舎 建 設 419,087 

そ の 他 1,021,366 

合 計 3,962,670 

町有財産の状況 町債の現在高（単位：千円）

歳入

（単位：千円）
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平
成
十
七
年
度
の
予
算
総
額

は
、
三
七
億
五
、
六
五
六
万
二
千
円

と
な
り
、
当
初
予
算
と
比
較
し
ま
す

と
、
二
億
六
、
五
五
六
万
二
千
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

執
行
状
況
は
、
歳
入
で
八
五.

八
％
、
歳
出
で
九
八.

九
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

歳
入
の
国
・
県
支
出
金
や
町
債
に

つ
い
て
は
、
事
業
の
進
捗
状
況
や
実

績
等
に
よ
り
出
納
整
理
期
間
の
四

月
・
五
月
に
納
入
さ
れ
る
も
の
が
多

い
た
め
、
収
入
率
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計

は
出
納
整
理
期
間
が
五
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
決
算
と
は
一
致

し
ま
せ
ん
。

（単位：千円）

企  業  会  計 特　別　会　計

歳出

予算額
　990,960

収入済額
　933,718（94.2％）

支出済額
　900,630（90.9％）

国民健康保険

予算額
　収入 244,651
　支出 318,946

収入済額
　256,592（104.9％）

支出済額
　296,606（93.0％）

水道事業会計

単位：千円 (   )内は、収入率及び執行率

予算額
　1,192,022

収入済額
　1,123,728（94.3％）

支出済額
　1,082,940（90.8％）

老人保健

予算額
　507,157

収入済額
　503,428（99.3％）

支出済額
　462,895（91.3％）

介護保険

執行率（％） 執行済額 予算現額 科目名

　　　　99.4 % 74,115 74,574 議 会 費

　　　　99.2 % 552,982 557,471 総 務 費

　　　　97.7 % 579,458 592,992 民 生 費

　　　　98.6 % 532,172 539,931 衛 生 費

　　　　99.7 % 116,514 116,909 農林水産業費

　　　　98.3 % 124,483 126,590 商 工 費

　　　　98.9 % 255,214 258,045 土 木 費

　　　　99.9 % 187,039 187,242 消 防 費

　　　　99.3 % 900,921 907,074 教 育 費

　　　　99.6 % 21,482 21,567 災 害 復 旧 費

　　　　99.7 % 370,427 371,369 公 債 費

　　　　　　　　　　　　　　　 0.0% 0 2,798 予 備 費

　　　　98.9 % 3,714,807 3,756,562 合 計
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水
と
泥
の
冷
た
さ
に
ド
キ
ッ
。
足
の
指
の
間
か
ら
泥

が
ニ
ュ
ル
ニ
ュ
ル
。
町
内
の
各
小
学
校
５
年
生
が

行
う  

ふ
れ
あ
い
農
業“

が
４
月
26
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
田
ん
ぼ
に
入
る
児
童
が
多
く
、
泥
の
感
触
に

大
騒
ぎ
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
田
植
え
の
面
白
さ
を

覚
え
、「
も
っ
と
植
え
た
い
」
と
い
う
意
欲
が
沸
い
て
い

ま
し
た
。

　

学
校
の
教
室
で
勉
強
す
る
こ
と
と
は
違
い
、
田
植
え
を

体
験
し
な
が
ら
、
お
米
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
児
童
は
、
自

分
た
ち
で
植
え
た
田
ん
ぼ
を
見
て
、
９
月
の
稲
刈
り
や
11

月
の
収
穫
祭
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

田んぼが教室

体制となった消防団が、今年度最初の訓練

を５月７日、Ｂ＆Ｇ体育館で行いました。

　訓練は消防訓練礼式を理解するため、規律訓練

を中心に行われ、新しく消防団員となった２５名

も敬礼などの基本動作をしっかりと体で覚えまし

た。

　また、今年度、夷隅支部消防操法大会に出場す

る第７分団（岩和田）は、御宿分署の方々から個

別に指導を受け、大会に向けて特に熱の入った訓

練を行いました。

消防団統一訓練実施

新

による農作物の被害が拡大しているなか、実谷・

七本地区の山林を中心に、御宿町・勝浦市の両

猟友会合同による猪の一斉捕獲を実施しました。

　これまでは檻やひもわなで捕獲を実施してきました

が、今回は初となる猟犬を使っての効率的な捕獲を行

い、計 10頭を捕獲しました。

　なお、17年度の年間捕獲頭数は 33頭でした。

　町では今後も有害鳥獣捕獲の強化徹底を推進するほ

か、有害鳥獣から農作物などを守る事業として、今年度

も電気柵・物理柵（金網の柵）の設置への補助を行います。

今後も駆除と防御のバランスをとりながら、被害の防

止に努めます。

猪

イノシシ10頭捕獲

～ふれあい農業～

第7分団（岩和田）
夷隅支部消防操法大会出場に向けて

今
年
度
か
ら
消
防
団
員
と
な
り
ま
し
た
。

勝浦市猟友会と協力しあい、効率的に捕獲できました。
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【
４
月
】

町
の
動
き

４
日
（
火
）

　
　

御
宿
・
岩
和
田
保
育
所

　
　

入
所
式

６
日
（
木
）

　
　

御
宿
中
学
校
入
学
式

７
日
（
金
）

　
　

御
宿
・
岩
和
田
・
布
施

　
　

小
学
校
入
学
式

14
日
（
金
）
〜
25
日
（
火
）

　
　

町
内
各
小
・
中
学
校

　
　

交
通
安
全
教
室　

26
日
（
水
）
ふ
れ
あ
い
農
業

ラビドール・コーラスクラブ御宿児童合唱団と交流

全国に情報発信！！

成して６年目、平均年齢８０歳のラビ

ドール・コーラスクラブと御宿児童合

唱団が５月１３日にラビドール・ホールで交

流会を行いました。

　それぞれが練習した歌を披露するほか、「月

の沙漠」、「散歩」、「ビリーブ」など同じ曲を

歌いあい、元気いっぱいの歌声と味わいのあ

る歌声がホールに広がりました。

　なお、御宿児童合唱団は６月４日から９月

３日までの毎週日曜日午後２時から月の沙漠

記念館で公演を行います。

結

葉県では、ＪＲ６社をはじめマスコミ、旅

行業界関係者に地域観光の最新情報やイベ

ント情報を紹介するとともに、実際に観光を体験・

取材してもらう取り組みを行っています。

　この取り組みの一環として御宿町も幕張で行わ

れた全国宣伝促進販売会議に参加し、集まった関

係者約７００人に伊勢えび祭りの情報を中心に積

極的に町をＰＲしました。また、月の沙漠記念館

前広場で、獲れたばかりの伊勢えびの鬼殻焼きや

伊勢えび汁を試食してもらい、御宿の味を紹介し

ました。

　この取り組みは宣伝販売期間（来年２月から４

月）に、より多くの集客を図ることを目的とし、

ＪＲのテレビＣＭや各旅行会社のツアーに盛り込

まれる予定です。

千

御宿小学校の交通安全教室の様子
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行
政
と
手
を
取
り
合
っ
て

 
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
各
地
区
で

任
期
満
了
に
伴
う
、

 

区
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　６月４日から１０日は、｢口腔保健週間(歯の衛生週間)｣です。

　歯と口の健康を保つことは、食事や会話を楽しむなど、豊かな人生をおくる基礎となるものです。

｢８０歳になっても２０本以上の歯を保とう｣という目標｢８０２０(ハチマル・ニイマル)｣を達成し、

健康で豊かな生活を目指しましょう。

口腔保健週間 (歯の衛生週間)

　また、かかりつけ歯科医をもって、定期的に歯科健診や歯石の除去を受けるなど、自分の歯と口

の健康について関心を持つことが、いつまでも自分の歯で食べられることにつながります。

《むし歯や歯周疾患の予防》

①歯みがきに加え、デンタルフロスなどを使い、歯と歯ぐきの手入れを習慣化する。

②フッ化物入りの歯みがき剤を使用する。また、歯科医院などでフッ化物歯面塗布を受ける。

③間食の回数を減らすことなどにより、砂糖の取りすぎを控える。

区 名 職　　名 氏　　　名

六軒町

区　　長 井上　　茂

区長代理 平野　和夫

土木委員
霜田　安男

伊藤　正俊

衛生委員 金子　信之

岩和田

区　　長 後藤　　滋

区長代理 加田　政和

土木委員
市東　武雄

粕谷　輝久

衛生委員 水上　　一

実 谷

区　　長 吉野　善孝

区長代理 吉野　　操

土木委員
吉野　　俊

君塚　秋夫

衛生委員 吉野　一三

上布施

区　　長 永石　伸一

区長代理 井上　文雄

土木委員
石井　芳信

吉野　正志

衛生委員 大地　和美

御宿台

区　　長 唯山　利朗

区長代理 月岡　一郎

土木委員
米内山信雄

倉片　好武

衛生委員 岡山　勝俊

新旧区役員会議の様子

区 名 職　　名 氏　　　名

須 賀

区　　長 佐藤　　　

区長代理 君塚　洋二

土木委員
渡　　澄男

神定　正　

衛生委員 露　　武晴

浜

区　　長 神定　保次

区長代理 吉清　輝雄

土木委員 神定　忠男

衛生委員 鶴岡　芳己

高山田

区　　長 梶　健一郎

区長代理 鈴木　保克

土木委員
井上　正一

岩瀬　恒行

衛生委員 三上　嘉隆

久 保

区　　長 中村俊六郎

区長代理 松　　　勤

土木委員
岩瀬　勝雄

松本　文雄

衛生委員 米本　　勝

新 町

区　　長 君塚　俊郎

区長代理 君塚　　猛

土木委員
片岡　幸雄

本田　由吉

衛生委員 井上　　一
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健康
ワンポイント「世界禁煙デー」です

　「たばこはやめよう」という世界の動きの中で、日本は依然として成人男性の 2人に 1人は喫

煙者です。最近では、若い女性や未成年者の喫煙が増えています。しかも残念なことに国民一人

当たりの消費量が、先進国の中で最も多いのです。日本人の約 9万 5千人が毎年たばこによる疾

病で命を落としています。

世界の「たばこ警告表示」
　たばこのパッケージに表示されている警告文を、世界中から集めてみました。外国の例では、

たばこで汚れた肺の写真などを掲載して、より高い警告効果を狙っているところもあります。

日本も平成 16年から警告文を一新、表裏の 30％を警告スペースにあてています。

◆歯周病の要因でもあるたばこ◆
　たばこを吸う人の歯はたいてい黄ばんでいるだけでなく、ニコチンによる血流障害などから歯肉（歯

ぐき）も黒ずんでしまいます。また、たばこに含まれる一酸化炭素は血液中の酸素供給能力を奪い、

歯肉組織の活性化を阻害し、歯周病を促進します。喫煙者は非喫煙者と比べ、歯周病のリスクが２～

８倍であると言われています。

　たばこと合わせて、お口の健康についても考えてはいかがでしょうか？

　　　　平成 17 年度「いい歯の日川柳コンクール」御宿町入選作品

「いい歯だね　ほめられ　うれし　嫁となる」　　　　御宿町浜　鶴岡　よつ

「歯の手入れ　孫に教える　婆は義歯」　　　　　　　御宿町浜　松本　君江

　今回は、世界と日本の喫煙事情についてお伝えいたします。

　欧 州 連 合（EU）　　　　　　　　　　　　　　　　メ キ シ コ

　　　　　　　・喫煙で死亡する　　　　　　　　　　　　　　　　・この製品は健康に有害

　　　　　　　・喫煙はあなたの周囲の健康　　　　　　　　　　　　である

　　　　　　　　を害する　　　　　　　

　　　　　　　・節約しよう／喫煙をやめよう

　ア メ リ カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　イ

　　　　　　　・喫煙は肺がん、心臓病、肺気腫　　　　　　　　　・公共の場所では喫煙を控え

　　　　　　　　の原因であり、また妊娠を困難　　　　　　　　　　ることにより、非喫煙者の

　　　　　　　　にする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　権利を尊重してください。

　　　　　　　・妊婦の喫煙は胎児障害、未熟児

　　　　　　　　出産、低体重児の原因になる

　カ  ナ  ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  日　　本

　　　　　　　・たばこはあなたの子どもに有害　　　　　　　　　・あなたの健康を損なう恐れ

　　　　　　　　である　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がありますので吸いすぎに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注意しましょう。
※厚生労働省調べ

5/31(水)は
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６
月
か
ら
違
法
駐
車
の

　

取
り
締
ま
り
が
変
わ
り
ま
す

　

放
置
駐
車
の
取
り
締
ま
り
を
受

け
た
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
出
頭
し

な
い
場
合
や
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
反

則
金
を
納
付
し
な
い
場
合
は
、
そ

の
車
の
使
用
者
に｢

放
置
違
反
金

｣

の
納
付
が
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。

●｢

放
置
違
反
金｣

を
納
付
し
な
い

と
車
検
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す

　

①｢

放
置
違
反
金｣
を
滞
納
し

て
督
促
を
受
け
た
場
合
、
財
産
の

差
し
押
さ
え
に
よ
る
強
制
徴
収
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

  

②
ま
た
、｢

放
置
違
反
金｣

の
納

付
命
令
を
繰
り
返
し
受
け
た
使
用

者
は
、
一
定
期
間
、
車
両
の
使
用

が
制
限
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

県
警
察
本
部

交
通
指
導
課　

℡ 

〇
四
三-

二
二
七-

九
一
三
一

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
の
右

片
は
、
領
収
印
が
押
さ
れ
る
と

●
民
間
法
人
に
放
置
駐
車
違
反
の

確
認
事
務
を
委
託
し
ま
す

　

ド
ラ
イ
バ
ー
が
す
ぐ
に
運
転
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る

｢

放
置
駐
車｣

の
取
り
締
ま
り
の

一
部
が
、
民
間
法
人
に
委
託
さ
れ

ま
す
。
警
察
官
に
加
え
、
民
間
の

｢

駐
車
監
視
員｣

が
、
放
置
駐
車

の
確
認
と｢

放
置
車
両
確
認
標
章

（
駐
車
ス
テ
ッ
カ
ー
）｣

の
取
り

付
け
を
行
い
ま
す
。

※
放
置
駐
車
違
反
と
は
、
運
転
者

が
車
両
を
離
れ
直
ち
に
運
転
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
違

法
駐
車
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

●
放
置
駐
車
違
反
車
の
使
用
者
に

｢

放
置
違
反
金｣

が
課
さ
れ
ま

す

師
陣
と
若
手
音
楽
家
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

七
月
二
日(

日)

・
七
日

(

金)　

各
十
八
時
開
演

▼
入
場
料　

一
五
〇
〇
円

　

(

全
席
自
由)

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
二
九
二-

〇
八
一
八　

木
更

津
市
か
ず
さ
鎌
足
二-

三-

九　

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
ー
ル　

℡
〇
四
三
八-

二
〇-

五
五
五
五

　

｢

県
民
の
日｣

の
六
月
十
五
日

を
中
心
に
、
県
内
各
地
で
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
講
演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
観
光
施
設
な
ど
で

無
料
開
放(

県
こ
ど
も
の
国
、
県

立
美
術
館
・
博
物
館
な
ど)

や
割

引(

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
・

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
な
ど)

が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
民
生
活
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

県
民
生
活
課

℡
〇
四
三-

二
二
三-

二
二
九
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
三-

二
〇
一-

二
六
一
三

｢

車
検(

継
続
検
査
用)

の
納
税
証

明
書｣

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

こ
の
証
明
書
は
、
車
検
を
受
け
る

と
き
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
番
号
の
欄
に｢

★
★

★
★｣

印
が
あ
る
場
合
は
、
前
年

度
以
前
の
自
動
車
税
ま
た
は
延
滞

金
が
未
納
と
な
っ
て
お
り
、
納
税

証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

県
税
務
課
、

各
県
税
事
務
所
ま
た
は
県
自

動
車
税
事
務
所　

℡
〇
四
三-

二
四
三-

二
七
二
一

　

県
内
の
私
立
高
等
学
校
に
通
学

す
る
生
徒
で
、
保
護
者
の
所
得
が

一
定
の
額
以
下
の
場
合
は
、
授
業

料
の
減
額
ま
た
は
免
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

所
得
要
件
や
申
請
時
期
な
ど
、

詳
し
く
は
各
学
校
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
一
部
の
学
校
で
は
受
け
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

県
内
の
各
私
立

高
等
学
校
ま
た
は
県
学
事
課　

℡
〇
四
三-

二
二
三-

二
一
五
五

　

眼
科
の
専
門
医
が
、｢

糖
尿
病

網
膜
症｣｢

加
齢
黄
斑
変
性
症｣

な

ど
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
無
料
の
目
の
健
康
相
談

も
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　

六
月
十
一
日(

日)

　
　
　
　

十
三
時
〜
十
六
時

▼
会
場　

ぺ
リ
エ
六
階
大
ホ
ー
ル

　
　
　

(

Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
ビ
ル)

▼
定
員　

四
五
〇
人

　
　
　
　

(

当
日
先
着
順)

▼
受
講
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

千
葉
県
眼
科
医

会

　

℡
〇
四
三-

二
七
五-

二
三
五
四

　

世
界
の
一
流
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

家
が
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
で

選
ば
れ
た
有
望
な
若
手
音
楽
家
を

育
て
る
た
め
に
、
集
中
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
、
大

友
直
人
さ
ん
の
指
揮
に
よ
り
、
講

お
知
ら
せ

私
立
高
等
学
校
授
業
料
減
免
制
度

自
動
車
税
の
車
検
用

　

納
税
証
明
書
は
大
切
に
！

目
の
健
康
講
座

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
マ
ス
タ
ー
ズ
・

コ
ー
ス
in
か
ず
さ2

0
0
6

｢

県
民
の
日｣

の

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

講
演
・
催
し
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老
い
け
る
や
髪
一
片
の
花
の
舞
ひ　
　
　

桜
谷　

敬
蔵

小
溝
に
も
花
の
筏
が
色
を
添
へ　
　
　
　

 

嵯
峨　

通
恵

こ
ゝ
一
番
夫
の
捌
か
ん
初
か
つ
を　
　
　

大
谷　

仲

コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
妻
呼
ぶ
柿
若
葉　
　

鶴
岡　

徳
治

大
い
な
る
は
ゝ
の
手
の
ひ
ら
柏
餅　
　
　

岡
本　

俊
康

花
便
り
聞
く
ば
か
り
な
る
里
ぐ
ら
し　
　

小
野　

玲
子

咲
き
み
ち
て
風
の
重
た
き
八
重
桜　
　
　

大
曽
根
利
枝

早
き
こ
そ
桜
前
線
は
や
北
に　
　
　
　
　

岡
田
ま
さ
し

白
波
の
は
し
る
速
さ
や
春
嵐　
　
　
　
　

岡
山　

守

雨
あ
が
り
風
に
ゆ
れ
を
り
桜
草　
　
　

姫
野　

千
晴

う
ぐ
ひ
す
の
声
に
こ
ゝ
ろ
の
す
き
ま
う
め　

押
元　

益
枝

ふ
と
見
れ
ば
空
に
は
白
き
春
の
雲　
　

福
薗
千
鶴
子

幼
な
子
の
入
園
や
さ
し
春
の
風　
　
　

秋
葉
喜
美
江

テ
ニ
ス
し
て
桜
吹
雪
に
消
え
し
球　
　

菊
池　

武
夫

笹
鳴
や
沼
の
ど
こ
か
に
水
の
音　
　
　

宮
下　

鈴
子

少
し
癒
え
ち
い
さ
き
庭
に
種
を
蒔
く　

近
藤　

風
花

間
垣
よ
り
海
を
の
ぞ
け
る
豆
の
花　
　

石
田
ゆ
き
緒

　

兼
題
（
さ
く
ら
・
花)

　第１句目、老いの切なる感動。第２句目、細かい
写生のちから。第３句目、なごやかな家庭愛。（石田）

　今まで健康のことは気にせず、暴飲暴食で油や塩分の

取りすぎなのか、最近、私の血圧は高くなっています。

　また、寝ている間に血液がドロドロになっていると聞

きました。そのこともあって、私は朝起きて最初に水を

飲んでいます。日中は、お茶の代わりに水を飲むように

しています。また入浴の前と後、さらに寝る前に。１日

２リットルは水分を取るようにしています。

　さらに、適度な運動も必要とあって、エレベーターの

使用はなるべく避け、息切れをしながらも階段を使うよ

うになりました。

　私なりに体に気を使っていますが、体の調子が悪いと

仕事も遊びも思うようにいきません。いつまでも健康で

いたいものですね。皆さんはどのように健康を維持して

いますか。（Ｉ）

火災件数 0（1）   救急件数 27（143）
（　）内は1月からの累計（平成18年4月中）

御宿分署の出動状況

8,183人（＋8） 男 3,900人 女 4,283人
世帯数 3,369  （平成18年4月30日）

人の動き

発生件数 5  死者数 ０  負傷者数 9
(平成18年１月１日～4月30日現在）

交通事故発生状況

乗車人数212（798） 
（　）内は1月からの累計（平成18年4月中）

町民バス利用状況

出生 6　死亡 10

慶弔（4月届）

貯水率 100％  有効貯水量 579,000
（平成18年4月20日現在）

ダムの貯水状況

㎥
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※この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

　町では、一般家庭で不用となった使用可能な品物の情報を広く町民に提供し、消費生活の合理化

と粗大ごみの減量化を図るため、再利用品情報コ－ナーを設置します。

　まだ使用可能な不用品の情報がありましたら、「ゆずります」登録申請書の提出をお願いします。

様式については、窓口に置いてあるほか、御宿町ホームページに掲載してありますので、ご利用く

ださい。

　対象者は、２０歳以上の町民とし、取扱い品目は、家庭用電化製品、家具類、楽器類、スポーツ用品、

ベビー用品等の一般家庭で無償の物品です。

　情報が登録されましたら、広報紙に登載し、譲り受け希望者を募集します。多くの情報をお待ち

しています。

【問い合わせ】建設環境課環境整備班　　

　　　　　　 ＴＥＬ　６８－６６９４

　　　　　　 ＦＡＸ　６８－７１８３

左の写真は使えない家電ゴミ。

でも、使用できるのであれば

「再利用品情報コーナー」へ。

６月は「千葉県環境月間」です。

　この機会に環境に配慮した資源循環型社会

づくりを目指しましょう。

　また、千葉県庁では約 3,000 人から応募い

ただいた環境月間にちなんだポスター・作文・

標語の作品のうち、入賞作品を６月５日から

23日（土・日曜日は除く）まで本庁舎 19階

の展望ロビーで展示します。

再利用品情報コ－ナーを設置


